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‐‐‐‐CSRはははは所有者所有者所有者所有者であるであるであるである株主株主株主株主のののの権利権利権利権利とととと矛盾矛盾矛盾矛盾するかするかするかするか？？？？

1.CSRが求められる理論的根拠
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株式会社制度の成立

• 16世紀の事業形態

– 「投資家・事業家」は無限責任

–事業は当座的活動

• 17世紀の事業形態

– 「投資家・事業家」は有限責任・危険分散

–事業は永続的活動
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「法人」という概念の考案

• ビジネスがうまくいかなかった際・・・

– 「投資家・事業家」と「船員・管理者」は責任を
各々に回避しようとする

–彼らの責任を「法人」に転嫁する

–権利義務能力がある法人は、自然人と同じような
責任を負う
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「所有」の概念

• 所有概念を構成する第三者

– 「その他の人々」に対する影響や責任を考慮しな
い場合は完全に自由な所有はない（チョーデ
リー）

–ある人があるものを所有することで、他に直接
的・間接的に負の影響が出る場合、所有は制限
される（ノージック）

–所有は「その他の人々」に対する責任を伴う
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法人と株主（所有者）の責任

• 法人の責任

–自然人と同じような責任を負う

• 株主（所有者）の責任

–第三者（その他の人々）に対する責任を伴う

–ただし、株主は有限責任

• 法人 株主から転嫁された責任を負う

• 株主 所有者としてステークホルダーに責任を負
う
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‐‐‐‐定義定義定義定義とととと活動活動活動活動ののののフェイズフェイズフェイズフェイズ

2.CSRとは
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CSRの定義

• 欧州委員会（2002）

– CSRとは責任ある行動が持続可能なビジネスの

成功につながるという認識を企業が持ち、企業が
社会や環境に関する問題意識を、その事業活動
やステークホルダーとの関係の中に自主的に組
み込んでいくこと

• 社会の持続可能性を実現するための企業の
自主的な取組み
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CSR研究分野の多様化

• ガバナンス

• 調達

• ディスクロージャー（財務・非財務の統合）

• ステークホルダーコミュニケーション

• 投資（SRI,PRI）

• 生物多様性

• BOPビジネス
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CSRのフェイズ
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主体的

フェイズフェイズフェイズフェイズ２２２２ ～～～～倫理実践倫理実践倫理実践倫理実践

正しいことを行う
正直である
公正である

法の精神を実践する

フェイズフェイズフェイズフェイズ３３３３ ～～～～社会貢献社会貢献社会貢献社会貢献

他を助ける
地域社会をより良いものにする

人間の尊厳を促進する
勇気をもって取り組む

基礎的

フェイズフェイズフェイズフェイズ１１１１ ～～～～狭義狭義狭義狭義のののの法令遵守法令遵守法令遵守法令遵守

悪事を避ける
詐欺的であってはならない

盗んではならない
法令の文言を遵守する

フェイズフェイズフェイズフェイズ２２２２ ～～～～倫理実践倫理実践倫理実践倫理実践

他を傷つけない
地域社会に害を与えない

人権を尊重する
よく配慮する

組織内部の取組み 組織外部への取組み

注：網掛けの部分は結果報告が合理的、その他の部分はプロセス報告が合理的。
出典）高巖＋日経CSRプロジェクト編『CSR企業価値をどう高めるか』日本経済新聞社、p.38、一
部修正．（L.S.Paine, Value Shift, p.68の図を元に作成された）

内部統制
コーズ・

マーケティング

環境配慮
品質改善

2010/6/28 「CSRの研究動向と企業の取組み」寺本佳苗

3.問題把握時の情報公開
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問題を把握した際の対応

会社名会社名会社名会社名 問題発生原因問題発生原因問題発生原因問題発生原因 情報公開情報公開情報公開情報公開 概要概要概要概要

★ニチアス 組織内部 非自発的 耐火性能偽装

★日本ハム 組織内部 自発的 未承認ワクチン使用

参天製薬 組織外部 自発的 眼薬異物混入

★ニチレイ 組織外部 自発的 冷凍いんげん毒物混入

★花王 組織外部 自発的 食用油エコナの安全性に疑い
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ニチアス（耐火性能偽装）

• 内容

–耐火性能の認定取得の不正受験

• 経緯
– 2000 耐火性能試験の開始

– 2001 耐火性能試験の不正受験

– 2006/10 社内調査で不正の把握

– 2007/10/16 匿名の内部告発

– 2007/10/17 偽装行為の公表
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日本ハム（未承認ワクチン）

• 内容

–養豚事業で国内未承認ワクチン使用

• 経緯
– 2003/11上旬 社外相談窓口

– 11/11～12/21 社内調査チームの立ち上げ

ヒアリング等の実施

第三者（弁護士）の調査

– 12/24 ニュースリリース配信
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ニチレイ（冷凍インゲン）

• 内容

–中国産冷凍インゲンから殺虫剤検出

• 経緯
– 2008/10/11 消費者が商品購入

– 10/12 調理・喫食し痺れなどの症状

– 10/13 当該製品の調査開始

– 10/14 検査結果の連絡

– 10/15 商品回収、プレスリリース
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情報公開の方法とその効果

• 情報の公開方法
–自主的な情報公開

–説明する準備
• 事実関係の整理

• 仕事の流れの把握

• 対応がもたらす効果
–社外に向けて 会社の姿勢を示す

–社内に向けて 従業員への教育効果
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‐‐‐‐社会貢献社会貢献社会貢献社会貢献にににに資資資資するするするする取組取組取組取組みのみのみのみの情報公開情報公開情報公開情報公開

4.今後の研究課題
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花王（エコナ）

• 内容
– 食用油エコナに発がん性に変わる可能性がある物
質の含有

• 経緯
– 2009/9/16 エコナ出荷一時停止

– 2009/9/29 消費者庁

「食品SOS対応プロジェクト」立ち上げ

– 2009/10/7 内閣府 消費者委員会

同プロジェクトから報告を受け議論
– 2009/10/8 エコナ特保の失効届け

192010/6/28 「CSRの研究動向と企業の取組み」寺本佳苗

情報公開の方法

• 問題を把握

–自主的に公表

–製品の回収

• 花王を評価する主体
–行政、マスコミ、NPO/NGO、消費者団体、消費者

等、評価主体の多様化

–世論の評価がどちらに転ぶかわからない
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社会貢献に資する取組みの情報公開

• 社会貢献（フェイズ3）に該当するような商品

– コーズ・マーケティング

• アメリカン・エキスプレス

• ボルヴィック

• アサヒビール

• 評価主体が厳しい判断をする可能性

• 適切な情報開示が必要
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